
単位一覧	

セッション分類 時間 セミナー番号/
講演名 会場 演題 演者 日整会

認定単位
日整会
必須分野

認定番号
16-0508

リウマチ
学会

リウマチ
財団 手外科 日本リハ 日医

スポーツ医
セミナー番号/
講演名

モーニング
セミナー 8：00～9：00 MS1 第1会場

3階　ロイトンホールAB 抗炎症効果を考慮した運動器疾患の疼痛管理
宗圓　聰 先生

（近畿大学医学部奈良病院　
整形外科・リウマチ科）

N, R 1 001 ○ MS1

基調講演 9：10～10：10 KL 第1会場
3階　ロイトンホールAB 脊髄再生医療　－医師主導治験の概要と現状－ 山下　敏彦 先生

（札幌医科大学医学部整形外科学講座） N, SS 14-4 002 KL

ランチョン
セミナー 12：30～13：30

LS1 第1会場
3階　ロイトンホールAB

腰椎疾患・慢性腰痛と神経障害性疼痛：
整形外科医の実践的アプローチ

松平　浩 先生
（東京大学附属病院22世紀医療センター運動
器疼痛メディカルリサーチ& 
マネジメント講座）

N, SS 7, 8 004 LS1

LS2 第2会場
3階　ロイトンホールCD

骨粗鬆症における最新の治療
　　1.ビスホスホネートの最新治療
　　2.骨粗鬆症におけるビタミンD治療の最前線

1. 橋本　三四郎 先生
（医療法人清香会　南新宿整形外科 
リハビリテーションクリニック）
2. 宮腰　尚久 先生

（秋田大学大学院医学系研究科整形外科学講座）

N, SS 1, 4 003 LS2

LS3 第3会場
2階　エンプレス 週1回テリパラチドの効果的な使い方 大村　文敏 先生

（医療法人社団三友会　高円寺整形外科） N 4 005 LS3

LS4 第4会場
2階　リージェント 日常診療における痛みの治療戦略 中條　悟 先生

（中條整形外科医院） N 8 006 LS4

LS5 第5会場
2階　ハイネス 整形外科におけるオピオイド療法 古志　貴和 先生

（翠明会山王病院） N 1 007 LS5

LS6 第6会場
1階　キャッスル

高齢者慢性腰痛に対する病態を考慮した
薬物療法

酒井　義人 先生
（国立長寿医療研究センター 脊椎外科） N, SS 7, 8 008 LS6

LS7 第7会場
2階　クリスタルルームA

高尿酸血症と痛風関節炎
―リウマチクリニックの現場から―

佐川　昭　先生
（医療法人社団　
佐川昭リウマチクリニック）

N,R 6 009 ○ ○ LS7

特別講演1 13：40～14：40 SL1 第1会場
3階　ロイトンホールAB

膝関節靭帯損傷に対する再建治療の
現状と将来展望

安田　和則 先生
北海道大学理事・副学長  

（医学研究科特任教授）
N, S 12,13 010 SL1

教育講演1 14：40～15：40 EL1 第1会場
3階　ロイトンホールAB

骨・関節疾患に対する
コンピュータ支援技術の応用

丸毛　啓史 先生
（東京慈恵会医科大学　整形外科学講座） N 1, 12 011 EL1

ひぐまセミナー 17：00～18：00

ES1 第2会場
3階　ロイトンホールCD

骨代謝回転と整形外科の立場から考える
骨の治療　

―骨折・リウマチ・骨粗鬆症を中心に―

沖本　信和 先生
（沖本クリニック） N, R 4, 6 012 ○ ES1

ES2 第3会場
2階　エンプレス

腎障害患者における薬物治療の注意点
―整形外科領域の治療薬を中心に―

安田　宣成 先生
（名古屋大学大学院医学系研究科 
循環器・腎臓・糖尿病（CKD）先進診療
システム学寄附講座）

N 1 013 ES2

ES3 第4会場
2階　リージェント

骨粗鬆症の予防と
治療ガイドライン2015年版を踏まえた

骨粗鬆症治療について

高畑　雅彦 先生
（北海道大学大学院医学研究科  
整形外科学分野）

N, SS 4, 7 014 ES3

ES4 第5会場
2階　ハイネス

スポーツによる筋・腱の損傷と
障害に対する診断と治療

北村　信人 先生
（北海道大学病院　スポーツ医学診療科） N, S 2,12 015 ○ ES4

ES5 第6会場
1階　キャッスル 薬剤を使わない最新のエコーガイド下注射 皆川　洋至 先生

（医療法人城東整形外科） N 1 016 ES5

【2016年7月17日（日）】



セッション分類 時間 セミナー番号/
講演名 会場 演題 演者 日整会

認定単位
日整会
必須分野

認定番号
16-0508

リウマチ
学会

リウマチ
財団 手外科 日本リハ 日医

スポーツ医
セミナー番号/
講演名

モーニング
セミナー 8：00～9：00

MS2 第1会場
3階　ロイトンホールAB

ロコモの原因疾患としての
変形性膝関節症の治療戦略

内尾　祐司 先生
（島根大学医学部　整形外科学講座） N, Re 12,13 018 MS2

MS3 第2会場
3階　ロイトンホールCD

腰痛症の薬物療法
―痛みのメカニズムに基づく治療戦略

橋爪　洋 先生
（和歌山県立医科大学　整形外科） N, SS 1, 7 019 MS3

MS4 第3会場
2階　エンプレス

関節リウマチ治療における生物学的製剤の 
ベストユース

　1． 当科で実践している関節リウマチの 
トータル治療

　2． 関節リウマチ治療におけるGolimumabの 
ベストユース

1．尾登　誠 先生
（筑波学園病院　リウマチ科）
2．澤野　浩 先生

（静岡リウマチ整形外科リハビリ病院）

N, R 6 017 ○ ○ MS4

特別講演2 9：00～10：00 SL2 第1会場
3階　ロイトンホールAB

軟骨再生医学の臨床応用
－基礎研究から臨床への展開－

岩崎　倫政 先生
（北海道大学大学院医学研究科　
整形外科学分野）

N 1 020 ○ SL2

特別講演3 10：00～11：00 SL3 第1会場
3階　ロイトンホールAB

新規人工股関節（AMU001）の
医師主導型臨床試験

伊藤　浩 先生
（旭川医科大学　整形外科学講座） N 1,11 021 SL3

教育講演2 11：00～12：00 EL2 第1会場
3階　ロイトンホールAB

新専門医制度の運用の開始に当たり
　　　1．新専門医制度移行の歴史と意義
　　　2．新専門医制度の現状と未来

1. 田辺　秀樹 先生
（医療法人整秀会 田辺整形外科医院）
2. 原田　昭 先生

（医療法人昭和　原田整形外科病院）

N 14-5 022 EL2

ランチョン
セミナー 12：20 ～13：20 

LS8 第1会場
3階　ロイトンホールAB 骨粗鬆症と転倒予防

岩本　潤　先生
（慶應義塾大学医学部
スポーツ医学総合センター）

N, Re 4,13 024 ○ ○ LS8

LS9 第3会場
2階　エンプレス 変形性膝関節症に対する最近の治療 出家　正隆 先生

（愛知医科大学整形外科学） N 12 025 LS9

LS10 第4会場
2階　リージェント 骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策 川口　善治　先生

（富山大学附属病院整形外科） N 4, 7 026 LS10

LS11 第5会場
2階　ハイネス

超高齢社会における
骨粗鬆症診療の重要性と実践のポイント

浅野　聡 先生
（東埼玉総合病院/獨協医科大学） N 4 027 LS11

LS12 第6会場
1階　キャッスル

変形性股関節症の外来での治療
―単なる経過観察ではない積極的保存療法

三谷　茂 先生
（川崎医科大学　骨・関節整形外科） N 12 028 LS12

LS13 第7会場
2階　クリスタルルームA

「エネルギー公式で表す
運動器慢性疼痛症候群の痛みと機能障害」
　～Spine Dynamics療法の理論と実践～

　1． 整形外科診療におけるSpine Dynamics 
療法の応用

　2． 痛みと筋機能障害をエネルギー公式から 
捉える試み

1．内田　繕博 先生
（医療法人SEISEN　清泉クリニック整形外科）
2．脇元　幸一 先生

（医療法人SEISEN　清泉クリニック整形外科）

N, SS 1, 7 023 LS13

日本整形外科学会　教育研修会　認定単位
（N） は専門医資格継続単位
（S） のついているものは教育研修会スポーツ単位
（R） のついているものは教育研修会リウマチ単位
（SS） のついているものは教育研修会脊椎脊髄病単位
（Re） のついているものは教育研修会運動器リハビリテーション単位

単位一覧	

専門医必須14分野
[1] 整形外科基礎科学
[2] 外傷性疾患（スポーツ障害を含む）
[3] 小児整形外科疾患
 （先天異常, 骨系統疾患を含む, ただし外傷を除く）
[4] 代謝性骨疾患（骨粗鬆症を含む）
[5] 骨・軟部腫瘍
[6] リウマチ性疾患, 感染症
[7] 脊椎・脊髄疾患
[8] 神経・筋疾患（末梢神経麻痺を含む）
[9] 肩甲帯・肩・肘関節疾患
[10] 手関節・手疾患（外傷を含む）
[11] 骨盤・股関節疾患

[12] 膝・足関節・足疾患
[13] リハビリテーション（理学療法, 義肢装具を含む）
[14-1] 医療安全
[14-2] 感染対策
[14-3] 医療倫理
[14-4]  指導医講習会、保険医療講習会、臨床研究/臨床試験講習会、

医療事故検討会、医療法制講習会、医療経済（医療保健など）
に関する講習会など

[14-5]  医学全般にわたる講演会などで、14-1～14-4に当てはまらない
もの

  （14-1～4は機構認定専門医共通講習、14-1,2,3は機構認定専門
医必修講習）

【2016年7月18日（月・祝）】


